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背景

 現在、自動車の利用によるCO2排出や交通渋滞が問題
となっている

 自動車利用を鉄道・バスに転換させたい



神奈川県内における出発トリップ

0

20

40

60

80

100

120

140

160
旭
区

伊
勢
原
市

磯
子
区

栄
区

横
須
賀
市

海
老
名
市

鎌
倉
市

茅
ヶ
崎
市

寒
川
町

金
沢
区

戸
塚
区

厚
木
市

幸
区

港
南
区

港
北
区

高
津
区

座
間
市

小
田
原
市

神
奈
川
区

逗
子
市

瀬
谷
区

西
区

青
葉
区

川
崎
区

泉
区

相
模
原
市

多
摩
区

大
和
市

中
区

中
原
区

鶴
見
区

都
筑
区

藤
沢
市

南
区

平
塚
市

保
土
ケ
谷
区

緑
区

ト
リ
ッ
プ
数 バス

自転車

自動車

鉄道

徒歩



神奈川県内における到着トリップ
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厚木市における交通状況
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→自動車の利用率が全体で約90%を占め、
出勤・帰宅による利用が特に多い

→約95%が自動車から鉄道に代替可能



中区における交通状況

→自動車の利用率が全体で約90%を占め、
出勤・帰宅による利用が特に多い

→約95%が自動車から鉄道に代替可能
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 神奈川県内の地区ごとの出発・到着トリップを集計したと
ころ、中区において自動車・鉄道の利用率が特に高く、
厚木市において自動車の利用率が高いことが分かった

 中区…自動車・鉄道の利用をバスに転換

 厚木市…自動車利用を鉄道に転換



モデル構造
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 効用関数



推定結果（厚木市）

パラメータ 係数 t値

鉄道定数項 -2.072 -0.394

移動時間/10 -0.484 -0.371

移動費用/100 -0.673 NaN

アクセスイグレス時間/10 4.107 NaN

アクセスイグレス距離/10 -0.052 NaN

距離/10 -0.001 NaN



推定結果（中区）

パラメータ 係数 t値

鉄道定数項 1.0974 2.3518

バス定数項 0.1849 0.1079

車定数項 -0.0448 -0.2096

自転車定数項 0.2764 1.4907

移動時間/10 -0.4490 -4.7582

移動費用/100 -0.4995 -2.4910

アクセスイグレス時間/10 -0.7922 -0.0812

アクセスイグレス距離/10 0.0003 0.0024

距離/10 -0.0025 -4.8305



交通政策（厚木市）

 電車の運賃を下げる

 鉄道の乗換えをしやすくし，時間短縮する

 通勤特急電車を設け，時間短縮する

 会社でフレックスタイムを設ける(鉄道での混雑緩和)

電車運賃値下げ率 鉄道 自動車
0% 19% 81%
10% 23% 77%
20% 28% 72%
30% 34% 66%



交通政策（中区）

 バスの運賃を下げる

 バスレーンを増やし到着時間を短縮する

 バスレーンの法定速度を上げる


